
会員の皆様へ：年会費納入の情報：郵便封筒の宛名下の数字参照。2017は2017年度まで納入済み。 

しのばず自然観察会より 2017-06  2017.07.09 

２０１７年７月の活動 その２ 第５回『上野しのばず学習会』  

テーマ：上野公園の自然１：上野公園の植物 

と き：７月２９日(土)    詳しくは別紙参照 

時 間：午後１時45分開場 学習会午後２時‐４時 交流会と後片付け ５時までに終了 

場 所：「谷中の家」台東区谷中３－１７－１１ 路地に面した壁面を木で格子状に覆

った建物です。東京メトロ千駄木駅西日暮里寄り出口より徒歩７分、またはJR・京成

日暮里駅北口より徒歩１０分、またはJR西日暮里より徒歩７分（別紙地図参照） 

共 催：しのばず自然観察会、上野のお山を学ぶ会 

参加費：両会の会員は無料、会員外２００円（資料代） 

２０１７年８月の活動 不忍池 蓮見 

と き：８月１３日（日）（雨天実施） 

集 合：午前９時30分 不忍池弁天堂南脇 藤棚休憩スペース（緑の旗が目じるし） 

持ち物 筆記用具、弁当、飲み物、雨具、敷物、あれば双眼鏡 

参加費 ２００円 ほかに上野動物園入園料600円（65歳以上300円要年齢証明） 

 夏の不忍池は蓮華。蓮池を巡ってから動物園に入り、動物園池を半周します。ハスの

花や草型、トンボ類にも目を向けましょう。今年は水鳥の繁殖が確認できていませんが、

数年前には蓮見の時にカルガモの親子が見られました。たくさんの眼で、隠れた自然を

見つけましょう。また、動物園内で水路あとや切られた樹木の確認もします。 

しのばず自然観察会のホームページのＵＲＬが替わりました 

新アドレス http://sinobazu.extrem.ne.jp （旧サーバーのサービス終了のため） 

２０１７年６月の活動 上野公園不忍池自然と歴史的環境めぐり から 

     
時の鐘を撞く      餌を狙うアオサギ   金魚の尾びれのようなツバキ 



 午前は摺鉢山、野口英世銅像のある樹林地、両大師（寛永寺旧本坊表門）、博物館裏、

奏楽堂前広場と水路、時の鐘といつものコースを辿りました。午後は、例年は東照宮脇

を通るコースですが、今回は五条天神を通るコースにして、穴稲荷の見学や「金魚」と

呼ばれる葉の形をしたツバキを見てから、不忍池を半周しました。 

 今年も不忍池での水鳥繁殖は確認できませんでした。蓮池の全面ハス刈りが終わり部

分刈取りになったので、今年こそはと期待したのですが、初夏を迎えてカイツブリやオ

オバンが姿を見せず、ウミネコもいなくなりました。なお別途、東京野鳥繁殖調査で早

朝に不忍池を訪れたところ、アシの茂みのなかでオオヨシキリがさえずっていました。 

仙台・蒲生干潟から 

資料交換をさせていただいている「蒲生を守る会」から、蒲生を守る会だよりNo.67

と石炭火力発電所建設問題のパンフレットが届きました。蒲生干潟を分断する防潮堤計

画への変更要請、干潟に隣接する仙台港の地区を用途変更して石炭火力発電所を建設し

試運転が始まったこと、昨年度の日本自然保護大賞東北復興貢献部門（(財)日本自然保

護協会主催）を受賞したことなどとともに、同会の先頭に立って活動してきた木村フジ

さんが昨年6月15日に104歳の誕生日を迎えて亡くなったことが報じられています。 

防潮堤は鳥獣保護区特別保護地区内にかかり、干潟と後背緑地を分断するため、干潟

の生物たちに多大の悪影響をもたらします。石炭火力は津波で町が失われた地区の用途

指定を公害規制が緩い工業地区に変更して建設され、脱炭素社会づくりに背を向けて世

界で日本だけが推進している公害まき散らしの発電所です。その電力は首都圏で使われ

ると言われます。同会ではこれらへの反対・計画変更要請等を続けていますが、より多

くの人に知ってもらいたいと訴えています。環境問題への取り組み・解決は知ることか

ら始まります。知られたくない側は、情報隠し、情報証拠隠滅などを行いつつ、いいじ

ゃないかと事業を進めます。最近頻繁にどこかで見聞きしている構図です。また、上野

公園の開発構想推進の手法と同じですね。 

木村フジさんが仙台港に隣接する蒲生干潟を守る活動を続けて45年程になります。

東京湾の新浜や津田沼の干潟保護運動から、小川は蒲生干潟の存在を知り、会報を受け

取るようになりました。その後、1980年代半ばに、南アルプス仙丈ケ岳の山小屋で、

ラジオを通して木村さんの声と活躍を聞きました。毎年、「平和」と書かれた年賀状を

いただいてきましたが、せんだって、木村モモさんより訃報をいただいていました。                            

 

しのばず自然観察会  事務局 〒110-0001 台東区谷中３－１－９ 小川潔 方 

１９７５年創立 電話 03－3828－8775  URL：http://sinobazu.extrem.ne.jp 

郵便振替 00100－8－84609 しのばず自然観察会 年会費 2,000円 ほかに行事参加費  

＊＊2016年以前の会費未納の方もお忘れなく！ 退会の場合は早めに葉書で事務局へ。＊＊ 


